




















 

I はじめに 

 開放性脊髄髄膜瘤に対し手術を施行する時には,他臓器の重篤な先天奇形,重

症分娩外傷,cra-niolacunia,高度の水頭症,両下肢の完全麻痺,および高度の脊

柱変形の有無,さらに病変部のレペルを参考にして手術適応が決定され,適応の

あるものには早期に閉鎖手術が実施されるべきである。2)5)我々の施設で閉鎖

手術が施行された 45 例の開放性脊髄髄膜瘤患者について、病変レベルと神経症

状,および予後との関係を調査し,さらに早期手術例と晩期手術例について比較

検討し,本症例の手術適応と治療上の問題点について参考となる知見をえたの

で,ここに報告する。 


